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袖
ケ
浦
公
園
の
青カ

ワ

セ

ミ

い
宝
石

　
　
　
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

ご応募ありがとうございます
次号も表紙写真募集 ! 詳細は 15ページ

表
紙
の
ヒ
ミ
ツ
が

裏
に
あ
る
よ
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平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
と
も
に
１
千

90
万
６
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
事
業
者
か
ら
の

寄
付
金
を
活
用
す
る
た
め
の
増
額
補
正

で
す
。

　

共
栄
運
輸
株
式
会
社
様
か
ら
の
寄
付

金
は
、
更
新
時
期
に
か
か
っ
て
い
た
根

形
保
育
所
の
通
園
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

購
入
と
、
小
中
学
校
の
体
育
館
に
設
置

す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
袖
ケ
浦
電
業
会
様
か
ら
は
、

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
の
た
め
に
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
小
中
学
校

に
交
通
安
全
の
た
め
の
図
書
を
購
入
し

ま
す
。

寄
付
金
を
活
用

　
保
育
所
の
バ
ス
等
購
入

6
月
定
例
会

会
期
　
6
月
７
日（
水
）
～
６
月
2７
日（
火
）

21
日
間

条
例
の
一
部
改
正 

２
件

補
正
予
算 

３
件

財
産
の
取
得 
１
件

市
道
路
線
の
変
更 
１
件

専
決
処
分
の
承
認 
２
件

陳
情 

３
件

議
員
発
議
案
（
意
見
書
） 

３
件

和
解
・
損
害
賠
償
額
の
決
定 

１
件

　
　

合
計 

16
件

※
そ
の
他
報
告　

７
件

補正予算Q
通
園
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
補
正

計
上
し
た
理
由
は
。

A
根
形
保
育
所
の
通
園
バ
ス
は
、

購
入
か
ら
16
年
経
過
し
て
お
り
、

近
々
更
新
を
検
討
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
寄
付
金
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Q
教
員
や
生
徒
に
対
す
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
は
。

A
教
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
各
学
校
ご

と
に
消
防
署
に
よ
る
講
習
を
受
け

て
い
ま
す
。
中
学
生
は
救
急
講
習

の
中
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

Q
今
回
購
入
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
体
育
館

に
設
置
と
の
こ
と
だ
が
、
他
に
も

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
各
校
、
職
員
室
も
し
く
は
保

健
室
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
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個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

　　

こ
の
条
例
改
正
は
、
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
番
号

法
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
市
が
条
例
で
定
め
た
独
自
に
個
人

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

国
保
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

保
険
税
の
軽
減
に
は
、
所
得
に
よ
っ

て
７
割
軽
減
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減

が
あ
り
ま
す
。
判
定
所
得
基
準
の
被
保

険
者
等
１
人
に
つ
き
加
算
さ
れ
る
金
額

番
号
を
利
用
す
る
事
務
に
つ
い
て
も
、

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
た
情
報
連
携
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
情
報
提
供
等
の
内
容

を
記
録
し
て
い
く
た
め
に
、
定
義
の
見

直
し
や
記
録
訂
正
の
通
知
先
を
定
め
る

改
正
で
す
。

が
、
５
割
軽
減
で

５
千
円
、
２
割
軽

減
で
１
万
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
昨
年

に
引
き
続
き
対
象

世
帯
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

番
号
法
改
正
で

　
個
人
情
報
保
護
条
例
一
部
改
正

国
保
税

　
軽
減
範
囲
　
昨
年
に
引
続
き
拡
大

Q
改
正
に
よ
る
影
響
世
帯
数
と

市
の
影
響
額
は
。

A
５
割
軽
減
世
帯
は
20
世
帯
、
２

割
軽
減
世
帯
は
24
世
帯
が
新
た
に

対
象
と
な
り
ま
す
。
国
保
税
へ
の

影
響
額
と
し
て
約
１
３
２
万
円
の

減
収
見
込
み
で
す
。

Q
減
収
分
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金

で
調
整
さ
れ
ま
す
。
県
費
で
４
分

の
３
、
市
費
で
４
分
の
１
を
負
担

し
ま
す
。

Q
国
保
会
計
の
今
後
の
財
政
予
測

は
。

A
平
成
30
年
度
に
国
民
健
康
保

険
者
が
市
か
ら
県
へ
移
行
す
る
た

め
、
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
保
険
税
は
県
か
ら
示
さ
れ

る
標
準
保
険
料
率
を
袖
ケ
浦
市
の

賦
課
方
式
に
当
て
は
め
て
決
定
さ

れ
る
た
め
、
今
後
の
財
政
予
測
等

に
つ
い
て
は
、
料
率
が
県
か
ら
示

さ
れ
た
後
に
説
明
し
ま
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　

番
号
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
市
が
条
例
で
定
め
る
独
自

利
用
事
務
に
つ
い
て
の
情
報
連
携

に
係
る
記
録
と
、
情
報
提
供
等
の

記
録
訂
正
を
し
た
際
の
通
知
先
に

つ
い
て
条
例
改
正
す
る
も
の
。
独

自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
を
行
う

際
に
必
要
な
改
正
で
あ
り
、
適
切

な
も
の
と
判
断
す
る
た
め
賛
成
す

る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
際

に
、
省
庁
間
、
役
所
間
だ
け
で
な

く
、
市
役
所
内
に
お
い
て
も
事
跡

を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
主
旨
。
こ
の
制
度
自
体
情
報
漏

え
い
の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
、
必

要
性
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
事

務
の
煩
雑
さ
を
増
す
ば
か
り
な
の

で
反
対
す
る
。

賛成
討論

反対
討論



4議会だよりそでがうら2017.8

陳 情

教
　
　
育

◆
「
国
に
お
け
る
平
成
30
年
度
教
育

予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択

に
関
す
る
も
の
◆

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Q
東
日
本
大
震
災
の
復
興
教
育
予
算
が
２
８

２
９
億
円
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響

は
。

A
袖
ケ
浦
市
に
は
避
難
し
て
い
る
被
災
児
童

が
４
名
い
ま
す
が
、
国
の
被
災
児
童
生
徒
就

学
支
援
等
臨
時
特
例
交
付
金
で
１
０
０
％
補

助
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
に
対
す
る
影
響

は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
と
学
び
を
支
援
す
る
教
育
関
係
団
体
千
葉
県
連
絡
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

２
件
の
陳
情
は
、
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関

す
る
も
の
◆委

員
会
で
の
主
な
質
疑

Q
国
庫
負
担
割
合
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

１
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
が
、
実
情
は
。

A
以
前
に
比
べ
講
師（
臨
時
的
任
用
職
員
）の

配
置
が
増
え
ま
し
た
。
本
来
、
正
規
教
職
員

が
受
け
持
つ
べ
き
と
こ
ろ
を
、
16
名
の
講
師

が
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
産
休
や
育

休
の
代
替
職
員
が
必
要
な
際
に
講
師
の
確
保

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

Q
陳
情
だ
け
で
な
く
、
市
や
教
育
関
係
の
団

体
等
で
国
に
要
望
は
し
な
い
の
か
。

A
市
で
は
、
陳
情
の
対
応
以
外
難
し
い
で
す

が
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
陳
情
や
署
名
な
ど

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　陳情とは、市議会に対し、直接市政について要望ができる制度で、「請願」は紹介議
員が必要ですが、「陳情」は紹介議員がいなくても提出できます。
　袖ケ浦市では、本会議前の議会運営委員会で、陳情を審議するかどうかを決定します。
また、審議する場合は所管の常任委員会で、陳情人による願意の説明が必要です。
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今
回
採
択
さ

れ
た
陳
情
は
、

す
べ
て
国
の
事

務
に
関
す
る
内

容
で
し
た
の
で
、

陳
情
者
の
求
め

る
と
お
り
、
関

係
省
庁
に
対
し
、

「
意
見
書
」
を

送
付
し
ま
し
た
。

　
国
や
県
の

所
管
事
務
に

対
す
る
請
願

や
陳
情
を
議

決
し
、
採
択

さ
れ
る
と
、

市
議
会
の
意

見
と
し
て
、

関
係
省
庁
に

届
け
る
も
の

で
す
。

議
会
用
語

意
見
書

（
い
け
ん
し
ょ
）

　

平
成
24
年
に
発
生
し

た
、
体
育
館
の
扉
の
ガ

ラ
ス
が
割
れ
て
生
徒
が

負
傷
し
た
事
故
に
お
い

て
、
当
該
生
徒
が
後
遺

障
害
を
負
っ
た
こ
と
を

受
け
、
施
設
管
理
責
任

な
ど
に
対
し
裁
判
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
和
解
と
損

害
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て
追
加
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
同
様
の
事

故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

各
施
設
の
扉
や
窓
ガ
ラ

ス
の
点
検
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
修
繕
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は

順
次
対
応
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

　

平
成
29
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
っ
た
人
権
擁
護
委
員

の
石い

し
い井

菊き
く
め女

氏
の
再
任

が
３
月
定
例
会
に
お
い

て
全
員
賛
成
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
29
年
７
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

　

歯
科
医
療
を
良
く
す
る
千
葉
県
連
絡

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
の
陳
情
は
全
員

賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
険
で
歯
周
病
の
治
療
・
管
理
が

十
分
に
で
き
る
と
と
も
に
、
保
険
で

よ
り
良
く
噛
め
る
入
れ
歯
が
提
供
で

き
る
な
ど
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
が
行
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

に
対
し
て
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
内
容
で
す
。

歯
科
医
療

◆
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
採
択

を
求
め
る
も
の
◆

長
浦
中
体
育
館
で
の
負
傷
事
故

�

訴
訟
上
の
和
解
へ

人
権
擁
護
委
員
再
任

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Q
歯
科
医
療
に
お
け
る
保
険
給
付
範

囲
の
問
題
点
は
。

A
歯
周
病
治
療
や
入
れ
歯
の
修
理
に

つ
い
て
の
保
険
給
付
に
は
、
厚
生
労

働
省
が
認
め
る
施
設
基
準
を
満
た
し

た
歯
科
診
療
所
に
限
ら
れ
る
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
見
直
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

Q
も
う
少
し
規
制
緩
和
が
さ
れ
れ
ば

と
い
う
こ
と
か
。

A
国
の
社
会
保
障
費
が
圧
縮
さ
れ
る

中
、
歯
科
医
療
に
お
け
る
保
険
の
範

囲
を
拡
大
し
、
口
腔
衛
生
と
健
康
に

お
け
る
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

成人歯科健康診査などで早めに歯の状態を
チェックしましょう

主
な
内
容
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議　案　等

議
決
結
果

付
託
委
員
会

根
本
　
駿
輔

山
口
　
　
進

山
下
　
信
司

粕
谷
　
智
浩

在
原
　
直
樹

小
国
　
　
勇

笹
生
　
典
之

緒
方
　
妙
子

篠
原
　
幸
一

鈴
木
　
憲
雄

佐
久
間
　
　
清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

励
波
　
久
子

佐
藤
　
麗
子

笹
生
　
　
猛

榎
本
　
雅
司

阿
津
　
文
男

塚
本
　
幸
子

福
原
孝
彦（
議
長
）

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
　
　
盛

個人情報保護条例の一部を
改正する条例の制定

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○

◆議長は、地方自治法第１１６条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～について』は省略表示してあります。

 ○＝原案賛成  ●＝原案反対
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
平成 29 年 6 月定例会の議決結果

　６月定例会では、議案 10 件、陳情３件、発議案３件について議決し、すべての議案について原案の
とおり可決されました。そのうち賛否が分かれた案件は１件でした。

◆全会一致で原案可決・承認・採択された議案等◆
○国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
○市道路線の変更　　○財産の取得（高規格救急自動車）
○平成29年度一般会計補正予算（第１号、第２号）
○平成29年度水道事業会計補正予算（第１号）
○専決処分の承認（市税条例の一部を改正する条例の制定）
○専決処分の承認（都市計画税条例の一部を改正する条例の制定）
○保険で良い歯科医療の実現を求める意見書採択を求める陳情書
○「国における平成30（2018）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書
○「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書
○保険で良い歯科医療の実現を求める意見書
○国における平成30（2018）年度教育予算拡充に関する意見書
○義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
○訴訟上の和解及び損害賠償の額の決定

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.lg.jp　　議会事務局　☎（６２）３４５０

◆賛否が分かれた案件◆

▲議決結果は
こちらから

永年在職議員表彰
　永年にわたり議員として、市政の振興と地方
自治の進展に尽くされた功績により、全国市議
会議長会から次の議員が表彰されました。

◆ 特別表彰 ◆
 議員 20 年以上 篠﨑　典之　議員　　
◆ 一般表彰 ◆
 正副議長４年以上 塚本　幸子　議員　　
 議員 15 年以上 福原　孝彦　議員　　
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励
波 

久
子
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

議会だよりそでがうら2017.8

一般質問

市政を問う88
が
人人

　一般質問とは、市政のあらゆる疑問について、本
会議の場で、市に対し議員が質問や提案を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約し、作成した原稿を、登壇順
に掲載しています。未掲載の内容も含め、一般質問の
様子をホームページで録画配信中ですのでご覧ください。
　会議録は９月頃掲載予定です。

各議員のＱＲコードから一般質問の映像が閲覧できます。
会議録は、ホームページのほか、市役所２階の市政情報室や
中央図書館、おかのうえ図書館でも閲覧できます。 袖ケ浦市議会 検索

会議録はこちらから　

※
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
環
境
影
響
評
価
）と
は
、事
業
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
予
測
・
評
価
し
、住
民
や
市
の

意
見
を
聴
く
と
共
に
専
門
的
立
場
か
ら
内
容
を
審
査
し
、適
正
な
環
境
配
慮
が
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
制
度
。

・
地
球
温
暖
化
対
策
と
石
炭
火
力
発

電
所
計
画
に
つ
い
て

・
就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

・
医
療
・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
※
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
調
査
対
象
か
。

評
価
項
目
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

原
因
物
質
と
な
る
窒
素
酸
化
物

は
評
価
対
象
で
す
。

金
田
漁
港
で
は
、
木
更
津
市
や

県
に
ア
サ
リ
、
海
苔
、
魚
介
類
へ

の
被
害
や
影
響
を
訴
え
「
漁
業
で
生
活

で
き
る
本
来
の
東
京
湾
漁
業
環
境
を
返

し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
て
い
る
。
発

電
所
の
稼
働
で
、
最
大
７
℃
上
昇
し
た

海
水
が
１
秒
間
に
84
ト
ン
排
出
さ
れ
る
。

市
の
調
査
で
H
27
年
８
月
の
東
京
湾
の

水
温
が
31
・
4
℃
を
記
録
し
、
影
響
が

な
い
わ
け
が
な
い
。
石
炭
火
力
の
中
止

を
求
め
な
い
か
。

環
境
ア
セ
ス
で
水
環
境
、
生
物
、

市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を

し
っ
か
り
調
査
し
、
影
響
が
な
い
よ

う
県
に
意
見
を
上
げ
て
い
ま
す
。

現
在
入
学
後
の
支
給
と
な
っ
て

い
る
が
、
全
国
で
入
学
前
支
給

が
進
ん
で
い
る
。
補
正
予
算
を
つ
け

来
年
の
１
年
生
か
ら
実
施
し
な
い
か
。

中
学
校
入
学
前
支
給
を
な
る
べ

く
早
急
に
し
た
い
と
、
条
件
整

備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
短
縮

さ
れ
市
内
で
新
た
に
339
名
の
方

が
給
付
対
象
と
な
る
。
漏
れ
が
な
い

よ
う
電
話
で
の
案
内
を
し
な
い
か
。

対
象
者
に
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
書
類
を
送
付
、
広
報
で
も
周

知
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
電
話
で
の

勧
奨
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
気
や
東
京
湾
へ
の
影
響
が
あ
る

石
炭
火
力
は
中
止
を

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

入
学
前
に
早
急
に
支
給
し
た
い

年
金
受
給
資
格
10
年
以
上
に

漏
れ
な
く
手
続
き
を

QQ

QQ

AA

AA

一般質問市政を問う
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根
本 

駿
輔
　
議
員
　（
新
風
会
）

前
田 

美
智
江
　
議
員
　（
公
明
党
）

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
「
食
品
ロ
ス
」
削
減
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

食
品
ロ
ス
の
約
半
数
は
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
食

べ
残
し
の
削
減
な
ど
の
具
体
的
な
取

組
み
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

自
治
会
の
回
覧
や
関
係
団
体
を
通
じ

て
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
、
食
品
ロ
ス
削

減
の
た
め
の
食
育
や
環
境
教
育

に
つ
い
て
伺
う
。

食
育
は
給
食
の
時
間
だ
け
で
な

く
、
家
庭
科
や
保
健
体
育
科
な

ど
に
お
い
て
も
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
教
育
は
総

合
的
な
学
習
時
間
や
社
会
科
に
お
い

て
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
考
え
さ
せ

る
授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

法
施
行
か
ら
一
年
経
っ
た
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
の
取
組
み

状
況
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
職
員
対
応
要
領
を

制
定
し
、
具
体
例
を
示
す
と
と

も
に
職
員
研
修
を
実
施
し
て
、
適
切

な
対
応
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
で
法
の
趣
旨
や
概
要

を
紹
介
し
、
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

を
周
知
し
て
い
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
公
共

施
設
で
の
情
報
提
供
を
伺
う
。

市
の
窓
口
で
は
状
況
に
応
じ
て

筆
談
な
ど
の
対
応
を
行
う
ほ
か
、

障
が
い
者
支
援
課
に
週
３
日
配
置
し

て
い
た
手
話
通
訳
者
を
、
本
年
度
か

ら
週
５
日
に
増
や
し
て
、
相
談
や
手

続
き
の
際
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

QQ

QQ

AA

AA

議会だよりそでがうら2017.8

近
年
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対

象
規
模
以
下
の
火
力
発
電
所
設

置
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る
が
、
環

境
省
も
懸
念
し
、
事
業
者
に
自
主
的

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
を
促
し
て
い

る
。
独
自
基
準
を
設
け
る
自
治
体
も

あ
り
、
本
市
も
検
討
し
な
い
か
伺
う
。

本
市
で
も
小
規
模
火
力
発
電
所

が
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
環
境

保
全
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
独
自

条
例
運
用
に
は
専
門
部
署
等
が
必
要

で
、
本
市
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

で
は
県
に
対
し
、
義
務
と
し
て

規
制
強
化
を
働
き
か
け
な
い
か
。

今
後
、
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要

と
な
っ
た
段
階
で
、
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問市政を問う

・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
環
境
行
政
に
つ
い
て

・
小
規
模
火
力
発
電
所
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て

・
広
報
資
源
の
フ
リ
ー
素
材
化
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず

共
に
生
き
る
社
会
を
！

「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」

食
品
ロ
ス
削
減
を
目
指
し
て
！

本
市
の
ひ
と
り
親
世
帯
率
は
約

10
％
と
、
県
平
均
8
・
4
％
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
養
育
費
や

面
会
交
流
の
取
り
決
め
な
ど
、
離
婚

届
の
交
付
時
か
ら
相
談
体
制
の
案
内

を
積
極
的
に
行
わ
な
い
か
。

４
月
に
開
設
し
た
専
門
職
を
配

置
し
て
い
る
子
育
て
世
代
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
連
携
機
関
な

ど
の
相
談
窓
口
の
案
内
を
、
離
婚
届

用
紙
の
交
付
時
に
配
布
し
ま
す
。

ガ
ウ
ラ
や
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
な
ど

の
広
報
資
源
を
も
っ
と
自
由
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
、
本
市
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
な
い
か
。

写
真
に
つ
い
て
は
他
の
自
治
体

で
も
類
似
の
事
例
は
あ
り
ま

す
が
、
直
ち
に
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

有
効
性
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

QQ

QQ

AA

AA

小
規
模
火
力
発
電
所
へ
の

�

規
制
強
化
を

広
報
資
源
の
フ
リ
ー
素
材
化
を

ひ
と
り
親
支
援
体
制
の

�

積
極
的
案
内
を
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小
国
　
勇
　
議
員
　（
志
清
会
）

緒
方 

妙
子
　
議
員
　（
公
明
党
）

議会だよりそでがうら2017.8

一般質問市政を問う

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

・
本
市
の
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

・
主
要
道
路
の
整
備
状
況
と
安
全
対
策
に

つ
い
て

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
と
し
ま
す
。

増
加
す
る
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
録
音
付
電
話
機
や
電
話

に
出
る
と
起
き
上
が
る
詐
欺
撲
滅
手

形
ポ
ッ
プ
な
ど
で
啓
発
し
な
い
か
。

電
話
機
等
は
以
前
検
証
し
、
継

続
利
用
な
し
で
し
た
。
啓
発
物

に
関
し
て
は
提
案
も
踏
ま
え
、
検
討
、

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
公
共
交
通
が
整
う
ま
で
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
市

内
の
共
通
乗
車
券
や
路
線
バ
ス
均
一

料
金
、
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
の
助
成
を

暫
定
的
に
で
も
行
わ
な
い
か
伺
う
。

現
在
、
地
域
に
応
じ
た
対
応
策

等
の
協
議
を
始
め
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
付
い
た
新
た
な
互
助
機
能

と
し
て
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

入
学
準
備
金
の
支
給
は
入
学
前

に
間
に
合
う
よ
う
、
３
月
に
支

給
し
な
い
か
伺
う
。

中
学
入
学
前
の
支
給
は
早
期
に

行
う
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。

国
の
支
給
単
価
の
変
更
に
合
わ

せ
、
本
市
に
お
い
て
も
増
額
を

し
な
い
か
伺
う
。

国
の
改
定
に
合
わ
せ
て
本
市
に

お
い
て
も
増
額
し
、
今
年
度
の

支
給
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
に
、

学
習
を
支
援
し
進
学
を
促
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
学
習
支
援
事
業
開

始
に
向
け
て
の
状
況
と
対
象
を
伺
う
。

事
業
は
専
門
事
業
者
へ
委
託
し
、

生
活
支
援
、
子
育
て
支
援
、
教

育
委
員
会
と
の
連
携
・
協
議
を
行
い

な
が
ら
進
め
ま
す
。
対
象
は
小
学
４

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

QQQ

QQ

AAA

AA

夏
季
に
向
け
て
、
道
路
及
び
路

肩
よ
り
繁
茂
す
る
雑
草
が
多
く

な
り
、
交
通
安
全
上
支
障
を
生
じ
る

が
、
本
市
の
現
状
を
伺
う
。

市
道
等
の
除
草
は
、
年
１
回
を

基
本
と
し
、
危
険
箇
所
等
は

適
宜
実
施
し
ま
す
。
広
域
農
道
は
本

年
度
よ
り
２
回
実
施
し
ま
す
。
国
道
、

県
道
は
年
１
回
の
実
施
で
す
が
、
必

要
に
よ
り
、
国
・
県
に
要
望
し
ま
す
。

国
道
409
号
で
事
故
が
多
発
し
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
と
改
善
策

を
伺
う
。

坂
道
の
部
分
は
カ
ー
ブ
が
多
く
、

ス
リ
ッ
プ
や
対
向
車
線
へ
の
は

み
出
し
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
改
善
策
と
し
て
、
す
べ

り
止
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
を
施
工
し
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

侵
入
防
止
柵
の
補
助
事
業
及
び
、

袖
ケ
浦
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
成
果
と
効
果
を
伺
う
。

侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
た
場
所

か
ら
の
農
作
物
の
被
害
報
告
は

受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
隊
を
設
置
し
た
こ
と

に
よ
り
、
昨
年
度
の
捕
獲
数
は
過
去

最
多
と
な
り
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
分
方

法
は
、
主
に
捕
獲
お
り
の
周
辺

に
埋
設
し
て
い
る
が
、
周
辺
の
環
境

上
問
題
が
あ
る
。
今
後
の
対
策
を
伺

う
。

千
葉
県
中
南
部
地
域
市
町
村
野

生
鳥
獣
対
策
会
議
を
通
じ
て
、

県
に
焼
却
施
設
の
設
置
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
体
制
に
つ
い
て

主
要
道
路
の
整
備
状
況
と

安
全
対
策
に
つ
い
て

QQ

QQ

AA

AA
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篠
﨑 

典
之
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

笹
生
　
猛
　
議
員
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

入
ら
な
い
。
」
、
こ
の
流
れ
を
市
が

ど
う
止
め
る
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
積
極

的
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
自
治
会
等
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

担
い
手
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

条
例
検
討
の
進
め
方
が
雑
。
徹

底
的
に
対
話
を
し
て
、
問
題
点

を
共
有
し
「
負
担
も
お
願
い
す
る
が
、

一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
な
る

こ
と
が
大
切
。
押
し
付
け
だ
と
市
民

か
ら
は
「
我
々
は
下
請
け
か
？
」
と

な
り
、
納
得
感
が
な
く
実
効
性
が
保

て
な
い
が
ど
う
か
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

方
々
が
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
設
計
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
た
め
に
四
十
数
名

の
課
長
と
対
話
す
る
機
会
を

頂
き
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

本
条
例
は
市
を
大
き
く
変
え
る
可
能

性
を
持
つ
反
面
、
運
用
を
間
違
え
ば

効
力
を
有
し
な
い
「
作
文
条
例
」
に

な
る
二
面
性
を
持
っ
て
い
る
。
条
例

の
柱
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
市
民
協
働
の
現
状
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
現
状

は
高
齢
化
、
参
加
者
の
減
少
で

地
域
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
市
民

協
働
で
は
、
様
々
な
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
第
に
担
い

手
を
探
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。「

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
負
担

が
増
え
る
。
だ
か
ら
自
治
会
に

QQ

Q

A

AA

議会だよりそでがうら2017.8

来
年
度
か
ら
国
保
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
、
市
だ
け
で
な
く
県

と
し
て
も
特
別
会
計
が
作
ら
れ
、
県

の
財
政
権
限
が
大
き
く
な
る
。
千
葉

県
は
、
国
保
税
算
出
の
参
考
数
値
も

未
公
表
で
市
が
実
施
し
て
い
る
国
保

税
負
担
軽
減
策
を
止
め
さ
せ
る
方
針

で
あ
る
。
市
民
負
担
増
に
な
る
可
能

性
が
高
い
が
、
国
保
税
額
の
決
定
権

は
、
引
き
続
き
市
に
あ
る
の
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
が
実
施
し
て
き
た

１
億
５
千
万
円
の
負
担
軽
減
措

置
（
※
法
定
外
繰
入
）
を
来
年
度
以

降
も
継
続
し
て
、
市
民
負
担
が
重
く

な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
、
市

長
の
考
え
は
。

一般質問市政を問う

・（
仮
称
）
袖
ケ
浦
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
に
よ
り
袖
ケ
浦
に
場
面

転
換
を
も
た
ら
す
方
策
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
等
に

つ
い
て

・
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

・
交
通
弱
者
の
交
通
権
確
保
に
つ
い
て

袖
ケ
浦
市
の
権
力
の
構
造
が

変
わ
る
条
例
に
な
る

市
長
は
本
気
で
協
働
推
進
す
る
か
、

本
気
度
が
試
さ
れ
る

制
度
改
定
や
市
の
財
政
状
況
も

見
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
ま
す
。

恒
常
的
な
国
保
税
滞
納
世
帯
に

窓
口
で
医
療
費
全
額
自
己
負
担

の
「
資
格
証
」
交
付
は
、
急
病
で
も

通
院
を
我
慢
す
る
等
人
権
に
関
わ
る
。

制
度
改
正
を
機
に
中
止
し
な
い
か
。

特
別
な
事
情
も
な
く
納
税
相
談

に
応
じ
な
い
世
帯
に
対
し
、
接

触
の
手
段
と
し
て
今
後
も
交
付
し
て

い
き
ま
す
。

今
年
は
「
ス
ー
パ
ー
猛
暑
」
に

な
る
と
言
う
。
小
中
学
校
エ
ア

コ
ン
設
置
を
即
時
に
行
わ
な
い
か
。

本
年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
、

補
助
金
や
導
入
時
期
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

QQ

QQ

A

AAA

来
年
度
の
国
保
制
度
改
正
で

国
保
税
負
担
が
増
え
な
い
措
置
を

小
中
学
校
学
習
環
境
確
保
へ

直
ち
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

※
法
定
外
繰
入
と
は
、保
険
税
と
国
民
健
康
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
繰
入
金
で
は
歳
入
が
不
足
す
る
際
、

　
そ
れ
を
補
う
た
め
に
市
が
一
般
会
計
か
ら
独
自
に
補
助
す
る
こ
と
。
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鈴
木 

憲
雄
　
議
員
　（
市
民
ク
ラ
ブ
）

庁舎整備基本設計に向け要請書を提出
　平成 29 年度中にまとめられる庁舎整備基本設計に向けて、総務企画常任委員会では行政視察及
び所管事務調査を行い、調査研究を重ねてきました。その内容がまとまったことから、市議会から市
長へ要請書を提出しました。市議会では、今後も執行部との意見交換を行い、引き続き調査研究し
ていきます。要請書の主な内容は以下のとおりです。

①シビックプライド醸成の場
　・市民の参加・協働を促す市民が集いやすい空間を設置
②安全・安心な庁舎
　・防災拠点としての機能
③市民に便利でやさしい庁舎
　・窓口の一本化
　・バリアフリーや受動喫煙、子ども連れ来庁者への配慮
④効率的かつ経済的で環境に配慮した庁舎
⑤議会諸室について
　・バリアフリーで子ども連れにも配慮した傍聴スペース
　・多目的利用に対する費用対効果の検証

　以上のことについて今後策定される基本設計に反映される
ことを強く要請する。

庁舎建設事業に関する要請書 ＝抜粋＝ シビックプライドって、
自分が関わって、袖ケ浦市や地域を
良くしていこう、市に愛着を持って
いろいろなことに参加していこう
ってことなんだって。

よくわかんないけど、自分たちで何かを
したら、もっともっと袖ケ浦が
好きになれるってことかな（＾^ ）

議会だよりそでがうら2017.8

一般質問市政を問う

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
連
す
る

事
業
の
課
題
に
つ
い
て域

で
あ
る
の
か
整
理
を
行
い
ま
す
。

既
存
市
街
地
で
は
幅
員
の
狭
い

道
路
が
多
く
、
狭き

ょ
う
あ
い隘道

路
の
整

備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
市
の
認

識
と
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

狭き
ょ
う
あ
い隘
道
路
解
消
の
た
め
、
市
街

化
区
域
内
み
ち
づ
く
り
計
画
要

綱
を
制
定
し
、
拡
幅
整
備
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
整
備
実
績
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
現
行
制
度
に
お
け
る
諸

条
件
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

歩
道
区
分
の
な
い
道
路
に
お
い

て
通
行
時
に
危
険
を
感
じ
る
が
、

市
の
歩
道
整
備
方
針
を
伺
う
。

道
路
網
整
備
計
画
で
は
、
地
域

に
よ
り
両
側
歩
道
や
片
側
歩
道

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
級
市

道
で
は
約
58
％
の
整
備
状
況
で
す
。

用
地
幅
が
な
い
道
路
で
は
、
現
状
道

路
幅
の
中
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を
設

置
し
、
歩
行
帯
を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
通
り
周
辺
等
、
市
街
化
区

域
縁
辺
部
で
の
宅
地
開
発
の
現

状
と
、
生
じ
て
い
る
課
題
を
伺
う
。

県
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
市
街

化
調
整
区
域
で
の
宅
地
開
発
が

進
展
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
農
地

等
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
土
地
利
用
方
針

を
策
定
し
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
規
制
誘
導
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
、
生
産
緑
地
法

の
指
定
か
ら
30
年
が
経
過
す
る
。

※
生
産
緑
地
地
区
の
廃
止
が
可
能
に

な
る
が
、
市
の
対
応
策
を
伺
う
。

農
地
所
有
者
は
、
市
に
買
い
取

り
の
申
し
出
が
可
能
と
な
り
ま

す
が
、
事
例
で
は
ほ
と
ん
ど
が
宅
地

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
事
前

に
、
公
共
施
設
の
整
備
が
必
要
な
地

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
連

す
る
事
業
の
課
題
は

QQ

QQ

AA

AA

※
生
産
緑
地
と
は
、環
境
保
全
な
ど
の
目
的
で
、法
に
基
づ
き
市
街
化
区
域
内
の
農
地
な
ど
を
対
象
に
指
定
さ
れ
る
。

　
税
制
面
で
優
遇
さ
れ
る
代
わ
り
に
30
年
の
営
農
義
務
が
生
じ
る
。
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　各常任委員会、議会運営委員会、各特別委員会は、それぞれの所管事項の調査・研究のため、行政視
察を行っています。袖ケ浦市の問題点に焦点を当てて視察先を決定し、先進地の取組みを袖ケ浦市のま
ちづくりに活かします。

総務企画常任委員会	 ◆宮崎県小林市 小林市ＰＲムービーの取組み
　【４月 20 ～ 21 日】  まちづくり基本条例（協働のまちづくり）
  新庁舎整備事業
文教福祉常任委員会	 ◆静岡県湖西市 就学前の３年間を見通した「幼児期に育てたい力」推進事業
　【４月 27 ～ 28 日】 ◆愛知県岡崎市 岡崎の教育と ESD（持続可能な開発のための教育）
建設経済常任委員会	 ◆大分県別府市 観光客誘致の取組み（クルーズ船、観光 PR 動画）
　【５月 11 ～ 12 日】 ◆大分県臼杵市 土づくりセンターの取組み（新規就農、有機の里づくり）
議会運営委員会・	 ◆㈱会議録センター（埼玉県鴻巣市）　議会だより編集研修
　議会広報特別委員会	 ◆茨城県取手市 議会運営（全員協議会・政務活動費の公開等）
　【５月 18 ～ 19 日】 
環境・災害対策特別委員会	 ◆㈱日本リモナイト（阿蘇市）　硫化水素吸着剤の再生システムの取組み
　【５月 23 ～ 24 日】 ◆熊本県熊本市 熊本市災害廃棄物処理実行計画・熊本城の被災状況

「てなんど小林プロジェクト」
市民・出身者のアイデアとパワーで魅力発信

市民会議の活用が絶妙 議会棟は木造建築

　ＰＲ企画のために、いろいろな団体から選定した市民からな
るワークショップを設置。活動としては、写真、動画、エピソー
ドなどいろいろなコンテストを開催。その中から方言のポス
ターやＰＲムービーが生まれた。市民や出身者が面白いと笑っ
て故郷を思い出してくれることから始まり、今に繋がっている
とのことだった。

　平成 25 年４月にまちづくり基本条
例を制定。条例により「きずな協働
体」という中学校区を単位としたネッ
トワーク組織を作り、市の職員を各
地区に約 10 名ずつ選任し、地域の課
題や資源の発見を行っている。また、
総合計画の策定時には、市民・行
政合わせて 152 名が参加するワーク
ショップを開催。15 班で市の 10 年後
のあり方に意見を出し合った。

　新庁舎建設木材利活用計画を策定
し、庁舎建設に市有林の木材を使用
している。総事業費は 33 億４千万円。
約30億円は合併特例債を活用している。
　１階が窓口部門。展示スペースや駐
車場など市民が活動できるスペースの
確保。議場はホワイエからガラス越し
に中が見えるなど、本市の庁舎整備計
画に大変参考になるものだった。 ▲建設中の議場の入口

▲方言ポスター

より良い

まちづくりへ！視察レポート視察レポート

総務企画
〜小林市〜

議会だよりそでがうら2017.8
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今後の課題は公立だけでなく私立にも普及させること

「湯～園地動画」は実は市民に向けて発信していた
見せ方や表現で「今ある資源」が磨けることを伝えた

市内のほとんどの農家がここの土を使用して
土壌改良を行っている

▼土づくりセンター熟成槽内

持続可能な社会を維持していくため、環境や貧困、
人権などの課題に取組み、地球的な視野をもった
次世代の担い手を育てる教育。

「環境教育」「英語教育」「岡崎の心の醸成」
教育の３本柱� 〜岡崎市〜

「ほんまもん農産物」作りに
　有機農業への取組みを開始

幼稚園・保育園の教育部分を一元化

熊本・大分地震から奇跡のＶ字復興！

〜臼杵市〜

　「ＥＳＤ」に力を入れており、世界の人々とコミュニケーショ
ンを取ることができるように「英語が話せる子どもの育成」
を目指し、小学１年生から聞くことを中心とした英語活動を
実施している。また、環境破壊などを自分の問題として捉え
て考え行動できる人、日本の文化・心を伝える子どもを育て
ることを目指していた。

　～ほんまもんの農業は土づくりから～と、自然に近い
完熟たい肥を製造し、安全・安心で健全な農業振興を図っ
ている。認定農産物には市長の認証シールを発行。新規
就農者支援も、就農コストや補助金制度などの生活プラ
ンが明確で、新規就農のために移住しても、生活してい
けるよう考えられていた。

　統一した教育保育を行うため、保育園の所管も
教育委員会へ統合。「卒園までに育てたい子どもの
姿」の共通の目安や「子どものできること」を示し、
園と家庭が協力して確認する項目を設定。定期的
にチェックすることで、個々の子どもにどのような
指導をすれば良いのか、園と家庭が共有し、一定
の教育水準を促していく素晴らしい事業だった。

　日本一の温泉湧出量を誇り、約８割が観光業に従
事している。「遊べる温泉都市」をコンセプトに市長・
市民総出演でＰＲ動画を作成し、世界に向け発信し
ている。
　クルーズ船の取組みや市内に３つある大学の留学
生との連携など、情報発信のあり方を考えさせられた。

〜湖西市〜

〜別府市〜

文教福祉

建設経済

ＥＳＤとは

ほんまもんの農産物
認証シール▶

議会だよりそでがうら2017.8
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▲▼災害廃棄物は
126万ｔにもなった

議運・広報 事務局との連携を密に
チーム議会で　開かれた議会

編集の手法と先進事例について研修
〜㈱会議録センター（埼玉県鴻巣市）〜

有事には絶対必要な廃棄物処理
実行計画� 〜熊本市〜

　取手市議会では、平成 22 年から本格的に議会改革
に着手し、全員協議会の公開や、政務活動費の領収
書の公開、事務局の出前講座から授業でのグループ
ワーク、中学生議会へと繋げる取組みなどを行い、常
に議会改革度調査ランキングの上位に入っている。
　議長の采配、議員間での牽制、事務局のサポートに
より、簡潔な議事運営と、必要な議論を尽くせる環境
を作っていた。

　日本初の硫化水素吸着剤リサイクルシステムを開発し、
これまで埋設処分していた吸着剤を再利用できることか
ら、平成 27 年に環境大臣表彰を受賞した。
　平時は、本市の終末処理場や排水管等からの硫化水素
発生のリスクは少ないが、災害時の環境対策、近隣工場地
帯への周知啓発において本システムは有用であると実感し
た。リモナイトは他の有機物の臭気対策としての効果もあ
り、本視察で更なる可能性も模索できた。

　「伝えたいことを明確にする」「誰に向けて発信するのか」「読
みやすい紙面とは」「センテンスの長さを調整する工夫」など、
改めて気づかされることが多くあった。
　また、先進事例として広報の抜粋版を中吊り広告風に作成
して、駅や公共施設へ掲示、ＡＲマーカーを使用して紙面と
動画のコラボ、マンガを取り入れた議会ガイドブックの作成
など、議会だよりを読んでもらうため、議会を知ってもらう
ための工夫について学ぶことができた。

　昨年４月の熊本地震により、熊本市では 12 万６千棟もの
建物が被害を受け、大量のがれきが発生した。こうした災
害廃棄物に対し、災害廃棄物処理実行計画を策定したが、
実行中に差異が生じたため昨年 12 月に改定した。
　計画段階では予想も出来なかった処理施設の被災や仮置
き場の問題点など、被災地の言葉を教訓として、工場地帯
を有する本市に活かさなくてはならない。

〜取手市〜

リモナイト硫化水素吸着剤の
再生システム�
〜㈱日本リモナイト（熊本県阿蘇市）〜

日本では主に阿蘇山周辺で採取され、鉄や多くの天然
ミネラルを含み、有害物質を吸着する。家畜飼料添加
物やペット用健康補助食品、土壌改良剤、水質浄化剤、
消臭剤など幅広く利用されている。

リモナイト（褐鉄鉱）とは

環境・災害

議会だよりそでがうら2017.8



15

「有害鳥獣対策」について要望書を提出

議会だよりの 表紙の写真を大募集！

あなたの写真で　議会だよりの
表紙を飾りましょう！

議会だよりクリニックを受けてきました

　かずさ四市議会議長会では、７月４日に、県内、全国でも
早急な対策が求められている有害鳥獣対策問題について、知
事に宛てて要望書を提出し、意見交換を行ってきました。

【主な内容】
１. 県による直接捕獲事業の実施について
２. 捕獲従事者の育成確保策及び狩猟免許試験会場について
３. 大量に捕獲される野生鳥獣の適正な処理を図るため、

県による広域的な処理・処分場の確保について
４. 鳥獣被害防止総合対策交付金の要件緩和について
５. 総合的な被害対策の検討について

　７月７日に開催された市町村議会広報研究会に参加してきました。
　千葉県町村議会議長会の主催で、議会広報作成のための研修と、
希望する団体から数点が選ばれ、講師から講評（議会だよりクリニッ
ク）が受けられます。今回は袖ケ浦市を含む５つの議会だよりが選
ばれ、講師から改善点などの講評をいただきました。
　本市の議会だよりが指摘された点は、主に次の内容でした。
　　・写真が少ない　・文章が長い　
　　・見出しをもっと工夫すると良い　・討論にも見出しを付ける
　記事の書き方などは丁寧だとお褒めの言葉をいただきましたが、　
今後も、さらに読みやすい議会だよりを目指します。

表紙の写真１枚と、裏表紙用に関連の写真を１枚（なくても可）
送付してください。（9 月 26 日（火）必着）

①写真は６つ切りサイズまたはＪＰＥＧ形式（500KB 以上）
②住所（大字まで。市内の写真であれば市外在住者でも可）
③氏名（ペンネームがあればそちらも）
④電話番号（またはメールアドレス）
⑤写真のエピソード（必須）
注意：写っている方の許可を取っているものに限る。

応募いただいた写真は議会広報特別委員会で選考し、表紙に掲載させていただきます。
採用された作品は、②住所、③氏名又はペンネームをあわせて掲載します。
　送付先：袖ケ浦市坂戸市場１－１　議会事務局  　議会だより「表紙写真」係　まで
　メールの場合：sode32@city.sodegaura.chiba.jp

11月１日発行号、議会だよりの表紙の写真を募集します。
テーマに沿った、あなたの一押しの写真を応募してください。

テーマは「スポーツの秋」

次号も

議会だよりクリニック講師と

議会だよりそでがうら2017.8
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　袖ケ浦市というとやはり「袖ケ浦公
園」ということで、表紙の写真を選びま
した。いかがでしょうか。
　小島さんからは「車椅子の母と話を
しながらゆっくりゆっくり過ごせる場所。
自然の素晴らしき景色に歓喜！」。
　カメじいさんからは「スズメくらいの
大きさのカワセミを撮るのは至難の業。
いつの日か魚を取る姿をばっちり撮り
たいです！」とのことでした。
　みなさんがお持ちの素敵な写真を
送ってください！次号に向け、１５ページ
に募集案内を掲載しています。

＊一般質問通告一覧表は8月29日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�9月定例会の予定は、8月28日（月）に開催される議会運営委員会で正式決定されます。
詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。

＊請願・陳情の受付は8月24日（木）までです。

日 月 火 水 木 金 土
8／27 8／28 8／29 8／30 8／31 9／1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

9月定例会の予定

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

敬老の日 秋分の日決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会
（予備日）

本会議
10：00～

本会議
10：00～

議会運営委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

総務企画
常任委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

表紙のヒミツ 9 月 の 定 例 会

　昨年の８月号でお伝えした、袖ケ浦駅の南
側と北側を結ぶ高須箕和田線の袖ケ浦アン
ダーパス工事が終了し、７月18日に開通式が
行われました。
　開通により海側地区への移動がとても便利
になりました。
　大雨時の冠水などアンダーパスの状況につ
いては、今後注視していきます。

　中川地区の富川橋は、橋の老朽化により、県
が架け替え工事を行っていました。
　約３年にわたる工事が終了、新しい橋が完成
し、７月28日に開通式が行われました。
　堂谷・阿部・百目木方面の子どもたちの通学
路としても利用されている富川橋は、歩道が整
備され安全に通学できるようになりました。

中川地区　富川橋完成
耐震構造の安全・安心な橋に

袖ケ浦アンダーパスが開通
袖ケ浦駅海側への移動が便利に

記念式典

全員で歩き初めを行いました

整備された歩道

完成した橋（開通前）

仕事が少し早く終わった帰りのサプライズ！
夕焼けの雲が上池に映り虹のよう！

ご応募ありがとう
ございます！

撮影　小島さん（のぞみ野）


